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上村吉弥さんら8公演に賞を贈呈
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＊は受賞成果

　関西・大阪21世紀協会は、「助成と顕彰」、「関西・大阪ブランドの発掘と発信」、「伝統の進化と創造」の3つを
事業の柱としています。その中から、いくつかの事業についてご報告します。

イベント報告イベント報告

　御田植神事は、摂政11（211）年、神功皇后が住吉大社
の鎮座に際して当地に神田を定め、長門国（現在の山口
県）から植女（うえめ）たちを召して御田植奉仕をさせたこ
とに由来するといわれています。その後、植女の末裔が旧
社領の堺乳守（ちもり）の遊女となり御田植奉仕を続けて
きましたが、明治時代に入って御田を含む境内の土地の
多くが民間に払い下げられたことで中断。これを憂えた大
阪新町廓が御田を買い上
げて住吉大社に寄進し、芸
妓が植女となって神事廃
絶の危機を救いました。昭
和54（1979）年に国の重要
無形民俗文化財に指定さ
れ、日本三大田植祭の筆
頭にもあげられています。
現在は、関西・大阪21世紀
協会 上方文化芸能運営委
員会などが大阪の誇るべ
き伝統文化・神事芸能とし
て支援しています。

　今年はコロナ禍のため、時間や規模を縮小して開催し、
初のライブ配信も行われました。第一本宮において、植女
の早苗授受をはじめとする本殿祭に続き、神楽女（かぐら
め）の田舞や御稔女（みとしめ）による神田代舞（みとしろま
い）、田植踊り、住吉踊りなどを奉納。観覧の人々は、住吉大
社の神事の中でもひときわ華やかな古式ゆかしい儀式に
見入っていました。

共催 ： 関西・大阪21世紀協会

住吉大社 御田植神事   （国指定重要無形民俗文化財）  2022年6月14日／住吉大社 

主催 ： 関西北前船研究交流セミナー実行委員会

　関西地区のかつての北前船寄港地で日本遺産に認定
されている自治体が集まり、その遺産の活用と集客策を
探る第 3 回「関西北前船研究交流セミナー」が兵庫県高砂
市で開催されました。
　高砂市は、かつて綿花栽培が盛んで上質な綿織物が生
産されていた土地であったことから、その綿布を活用し丈
夫な船の「帆」を発明した『工楽松右衛門』の出身地でもあ
ります。その帆が「北前船」をはじめ近世の
舟運に飛躍的な発展をもたらしましたが、そ
の様子は彼を主人公にした作家・玉岡かお
る氏の『帆神』などで詳しく描かれています。
　また、高砂はおめでたい謡（うたい）とし
て結婚式に欠かせない謡曲『高砂』の舞台
となった土地であり、発祥の地でもありま
す。高砂神社には屋外に能舞台が設えられ、
毎秋、盛大に観月能が催されており、今も大
切に伝承されています。
　今回のセミナーには、実行委員会の構成
団体や市民など100 名余りが参加し、基調

講演として、同市教育委員会の清水一文氏が、帆布の他、港
湾事業にも大きな功績を遺した工楽松右衛門の足跡も辿
りながら高砂の成り立ちを解説。その後、日本遺産の構成文
化財であり今も残る伝統的な街並みを巡り、高砂神社の能
舞台では謡曲「高砂」が披露されました。
　当協会は毎回、開催市と事務局を務め、企画・構成や運
営などを担当しています。

（敬称略）

日本三大田植祭の筆頭

北前船寄港地の日本遺産を活かす
関西北前船研究交流セミナー   高砂   2022年5月27日／高砂市文化保健センター、高砂神社　他

　大阪府内で1年間に開催された公演の中から、とくに優れた
成果をあげた人や団体を顕彰する大阪文化祭賞（大阪府、大阪
市、関西・大阪21世紀協会主催）。1963（昭和38）年の創設以
来58回目となる今回は、歌舞伎俳優の上村吉弥さん、松竹新
喜劇の曽我廼家文童さんと井上惠美子さん、堺シティオペラお
よび大阪交響楽団に大阪文化祭賞が贈られ、文楽太夫の豊竹
靖太夫さんら3名・2団体に同奨励賞が贈られました。選考にあ
たっては、関西の著名な芸術家や文化人、ジャーナリストが公演
を観て審査。最終審査に残った61公演の中から、独創性・企画・
内容・技法などが総合的に優れた8公演が選ばれました。
　今年3月29日には、NCB会館（大阪市北区）において各賞
の贈呈式が行われました。コロナ禍で2年ぶりの七月大歌舞伎
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』に出演した上村吉弥さんは、「お幸役
は、歌舞伎世話物の三婆の一つに数えられる大役。この役をつ
けてくださった片岡仁左衛門さんや関係者の方々に感謝すると
ともに、今後は後輩に芝居の仕方を引き継いでいくのが私の役
目」と挨拶。曽我廼家文童さんは「師匠の茂林寺文福（曽我廼
家十吾）の戯曲で賞をいただき、万分の一の恩返しができたよ
うで嬉しい。大阪道頓堀で生まれた芝居は、日本人の心の琴線
に触れる大阪の宝」と語り、井上惠美子さんは「今、世界は涙
の多い時だが、少しでも早く笑いあえる時が戻るよう願いつつ、
新喜劇の芸を磨いていきたい」と喜びました。また、2020年度
に続く受賞となった堺シティオペラの坂口茉里理事長は、「この
賞の重みを感じ、アフターコロナにかけてどのようにして大阪の

文化を支えていくかを心に刻んで精進していきたい」と挨拶。
大阪交響楽団の赤穂正秀事務局長は、「南大阪を中心に活動
する団体として、大きく羽ばたくきっかけになる」と語りました。
　審査の経緯を報告した当協会の﨑元利樹理事長は、「コロ
ナ禍の厳しい状況の中、大阪の底力を見せる公演が多く行わ
れた。アフターコロナの大阪を元気にするために、皆様の活躍
がエネルギーになる」と受賞者を讃えました。当協会は、大阪の
芸術文化活動の奨励および普及を図り、文化振興の機運を醸
成することを目的とするとともに、受賞者の一層の励みとなる
よう副賞賞金（大阪文化祭賞20万円、同奨励賞5万円）や表
彰盾を提供しています。
  賞贈呈式の後、堺シティオペラの出演者による受賞記念公演
が行われ、カラフ王子のアリア『誰も寝てはならぬ』などが披露
されました。

2021（令和3）年度

神職から早苗を受け取る植女 御稔女による「神田代舞」

大阪文化祭賞 受賞者決定大阪文化祭賞 受賞者決定

受賞者（前列）と主催者および各部門の審査委員長（後列）

受賞記念公演にて
左から關口康祐さん（ピアノ）、並河寿美さん、水口健次さん

第1部門 伝統芸能、邦舞、邦楽

第2部門 現代演劇・大衆芸能 第3部門 洋舞・洋楽

上村吉弥
＊関西・歌舞伎を愛する会 第29回七月大歌舞伎『双蝶々曲輪日記 引窓』

大阪文化祭賞▶

同 奨励賞▶ 豊竹靖太夫
＊錦秋文楽公演『ひらかな盛衰記【大津宿屋の段】』

曽我廼家文童、井上惠美子
＊松竹新喜劇錦秋公演『お家はんと直どん』

大阪文化祭賞▶ 堺シティオペラ、大阪交響楽団
＊ il Teatro L’alba L’amore “オペラ×オーケストラ” 歌劇『トゥーランドット』

大阪文化祭賞▶

詳しくはホームページへ▶https://www.osaka-bunka.jp/bunkasai/index.php

桂 福丸
＊桂 福丸独演会 フクマルまつり ＊LG20／21クロニクル

同 奨励賞▶ 極東退屈道場▶ 檜垣智也
＊アクースモニウムリサイタル ＊niconomiel vol.2『Synergy』

同 奨励賞▶ niconomiel▶

曽我廼家文童さんと井上惠美子さん 堺シティオペラ、大阪交響楽団上村吉弥さん
Ⓒ松竹株式会社 Ⓒ松竹株式会社


